
　
　

２
０
１
１
年
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
避
難
準
備
情
報
発

令
時
は
、
要
配
慮
者
な
ど
、

特
に
避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
者
が
避
難
行
動
を

開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
で
あ
り
、
人
的
被

害
の
発
生
が
高
ま
っ
た
状

況
と
定
め
ら
れ
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
即

し「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
策

定
が
行
わ
れ
た
と
認
識
し

て
い
る
が
、
本
市
内
の
福

祉
施
設
等
に
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
届
い
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
施
設
に
よ
る
避
難

訓
練
の
実
施
状
況
や
、
特

に
避
難
準
備
情
報
発
令
を

想
定
し
た
訓
練
実
施
の
把

握
は
。

　
　

本
市
で
も
「
避
難
勧

告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
策
定
は
行
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
市

が
避
難
情
報
の
伝
達
方
法

等
を
検
討
す
る
に
当
た
っ

て
最
低
限
考
え
て
お
く
事

項
を
示
し
た
も
の
だ
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
施
設
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
届
け
て
い
な

い
が
、
平
成
24
年
度
に
配

布
し
た
「
災
害
時
サ
ポ
ー

ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
等
に

お
い
て
気
象
状
報
、
水
位

情
報
、
避
難
情
報
の
伝
達

の
流
れ
や
、
危
険
の
前
触

れ
、
河
川
の
氾
濫
し
た
場

合
、
ど
の
場
所
が
ど
れ
位

の
深
さ
ま
で
水
に
つ
か
る

か
、
逃
げ
時
の
判
断
を
示

し
て
い
る
。
現
在
、
「
福

祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
準
備

を
進
め
て
お
り
、
熊
本
地

震
や
台
風
10
号
で
課
題
と

な
っ
た
福
祉
施
設
の
対
応

等
に
つ
い
て
も
注
意
を
お

願
い
し
て
い
る
。
施
設
に

お
け
る
避
難
訓
練
実
施
に

関
し
て
は
、
入
所
施
設
16

か
所
に
お
い
て
、
年
間
１

〜
２
回
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
は
福

祉
部
局
と
の
連
携
強
化
と
、

災
害
を
想
定
し
て
避
難
準

備
情
報
が
出
た
場
合
の
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い

る
か
の
調
査
や
、
福
祉
施

設
の
職
員
に
防
災
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
の
受
講
や
防

災
士
の
資
格
取
得
等
の
依

頼
と
施
設
全
体
の
危
機
管

理
意
識
の
向
上
に
む
け
て

啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

全
国
813
市
区
で
６
位
。

高
評
価
の
要
因
は
？

　
　

各
指
標
が
総
じ
て
平

均
よ
り
高
い
水
準
に
あ
る
。

ま
た
、
20
％
通
勤
圏
補
正

が
ラ
ン
キ
ン
グ
を
押
し
上

げ
て
い
る
。

　
　

指
標
の
内「
快
適
度
」

に
関
し
て
。
都
市
公
園
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
で

は
？

　
　

市
全
体
で
180
か
所
面

積
約
86.9
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
市

民
一
人
当
た
り
約
12.6
㎡
。

全
国
平
均
は
10.2
㎡
。
県
平

均
16.18
㎡
。

　
　

長
泉
寺
山
は
自
然
を

活
か
し
た
公
園
と
し
て
整

備
す
べ
き
。
自
然
と
歴
史
、

文
化
財
的
価
値
は
？

　
　

市
街
地
に
あ
り
自
然

に
親
し
む
手
頃
な
丘
陵
。

70
基
近
く
の
古
墳
を
確
認
。

白
山
神
社
社
叢
と
67
号
墳

が
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　
　

67
号
墳
を
整
備
す
べ

き
で
は
？

　
　

長
泉
寺
山
古
墳
群
で

は
最
大
の
前
方
後
円
墳
で

全
長
52
ｍ
。
未
整
備
だ
が

解
説
板
の
設
置
、
雑
木
の

伐
採
な
ど
簡
単
な
整
備
を

実
施
し
た
い
。
今
後
、
国

や
県
の
史
跡
指
定
を
受
け

整
備
し
た
い
。

　
　

今
後
の
長
泉
寺
山
の

整
備
方
針
は
？

　
　

山
全
体
を
環
境
保
全

ゾ
ー
ン
と
し
て
守
る
。
園

路
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
整
備
す
る
。
登

山
道
の
入
り
口
に
案
内
表

示
板
を
設
置
す
る
。

　
　
「
富
裕
度
」に
関
し
て
。

３
大
産
業
の
現
状
は
？

　
　

出
荷
額
は
ピ
ー
ク
時

に
比
べ
眼
鏡
約
53
％
、
繊

維
約
63
％
、
漆
器
約
71
％

減
少（
平
成
23
年
度
調
査

デ
ー
タ
）。

　
　

鯖
江
ブ
ラ
ン
ド
構
築

の
た
め
の「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

の
活
用
は
？

　
　

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
を

「
市
の
動
物
」に
認
定
し
た
。

子
ど
も
向
け
の
も
の
と
か

家
族
の
温
か
さ
、
そ
う
い

っ
た
も
の
を
象
徴
で
き
る

イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
大
切
に

活
用
し
て
い
く
。

〇
下
水
道
接
続
率
の
向
上
。

〇
駅
前
に
お
け
る
市
の
顔

と
し
て
の
整
備
な
ど
質
問

と
提
案
。
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災
害
時
要
配
慮
者
の

避
難
体
制
確
立
を

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
向
上
に
つ
い
て
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次
期
学
習
要
領
に
向

け
た
大
き
な
柱
に
１
つ
に

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
教
育
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

教
員
が
一
方
的
に
知
識
を

教
え
る
講
義
型
で
は
な
く
、

児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に

問
題
を
発
見
し
、
答
え
を

見
出
し
て
い
く
能
動
的
な

学
習
法
で
す
。
本
市
に
お

け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
教
育
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
教
育
は
新
し
い
学

習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

学
校
現
場
で
は
知
識
注
入

型
の
授
業
の
改
善
は
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
現
在
各
学
校
で
は
、

一
つ
の
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
問
題
解
決
型

の
学
習
、
ま
た
、
課
題
そ

の
も
の
を
自
分
た
ち
で
設

定
し
て
そ
の
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
探
究
型
の
学

習
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。
そ
の
際
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
隣
の
子
ど
も

た
ち
と
ペ
ア
学
習
、
グ
ル

ー
プ
学
習
に
よ
る
児
童
・

生
徒
一
人
一
人
が
自
分
の

考
え
、
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
友
達
の
意
見
も
聞

き
合
い
な
が
ら
、
学
習
に

つ
な
げ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
学

習
を
進
め
て
い
く
中
で
、

情
報
を
共
有
す
る
場
面
で

あ
る
と
か
、
情
報
を
整
理

す
る
場
面
な
ど
で
電
子
黒

板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
特
徴
を
生

か
し
た
学
習
を
進
め
て
い

く
。

※

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

　

ン
グ
と
は
。

　

教
員
に
よ
る
一
方
向
的

な
講
義
形
式
の
教
育
と
は

異
な
り
、
学
修
者
の
能
動

的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取

り
入
れ
た
教
授
・
学
習
法

の
総
称
。
学
修
者
が
能
動

的
に
学
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
認
知
的
、
倫
理
的
、

社
会
的
能
力
、
教
養
、
知

識
、
経
験
を
含
め
た
汎
用

的
能
力
の
育
成
を
図
る
。

発
見
学
習
、
問
題
解
決
学

習
、
体
験
学
習
、
調
査
学

習
等
が
含
ま
れ
る
が
、
教

室
内
で
の
グ
ル
ー
プ
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ

ー
ク
等
も
有
効
な
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方

法
で
あ
る
。

〇
学
校
教
員
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
。

〇
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の

活
用
・
普
及
に
つ
い
て
。

　
　

嚮
陽
溪
を
造
ら
れ
た

間
部
詮
勝
公
へ
の
想
い
と
、

西
山
公
園
に
か
け
る
市
長

の
思
い
を
伺
い
た
い
。

　

市
長　

藩
の
財
政
が
苦

し
い
と
き
に
、
み
ず
か
ら

が
鋤
や
鍬
を
持
っ
て
庭
園

を
造
成
し
、
民
衆
と
と
も

に
楽
し
み
を
同
じ
く
し
よ

う
と
い
う
与
衆
同
楽
の
思

い
で
、
当
時
と
し
て
は
先

進
的
な
革
新
的
な
考
え
方

を
さ
れ
た
間
部
詮
勝
公
は

す
ご
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

歴
代
の
市
長
さ
ん
も
、

ま
さ
に
間
部
詮
勝
公
の
嚮

陽
溪
に
対
す
る
思
い
、
あ

る
い
は
与
衆
同
楽
の
思
い

と
一
致
す
る
中
で
西
山
公

園
の
整
備
を
し
て
き
た
ん

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私

も
市
民
が
四
季
折
々
に
そ

れ
ぞ
れ
に
感
じ
る
公
園
と

し
て
、
親
し
め
る
憩
い
の

場
と
し
て
整
備
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

市
内
に
有
る
幼
保
の

園
児
、
そ
し
て
小
・
中
の

生
徒
た
ち
は
、
憩
い
の
場

だ
け
で
な
く
学
習
の
場
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
福
祉
施

設
の
方
の
利
用
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
。

　
　

西
山
公
園
は
福
祉
施

設
の
入
所
、
通
所
の
方
に

と
っ
て
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
身
体
機
能
の
維
持
、

向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
促
進
を
図
る
場
と

し
て
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
足
腰
が
不

自
由
な
方
で
も
ピ
ク
ニ
ッ

ク
広
場
ま
で
楽
に
上
が
れ

る
よ
う
に
な
り
、
気
軽
に

西
山
公
園
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

福
祉
関
係
の
車
の
駐

車
に
つ
い
て
、
道
の
駅
南

側
に
あ
る
大
型
車
用
駐
車

場
は
利
用
で
き
な
い
の
か
。

　
　

利
用
に
つ
い
て
は
、

道
の
駅
へ
連
絡
を
し
て
い

た
だ
き
利
用
許
可
を
取
っ

て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
い

す
の
貸
し
出
し
は
あ
る
の

か
。

　
　

鯖
江
観
光
協
会
で
は
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
と
車
い
す
を
、

公
園
の
管
理
事
務
所
で
は

車
い
す
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
る
。
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憩
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西
山
公
園
に
来
る
た
め
の

道
路
整
備

　
　

西
山
公
園
を
核
と
し

て
、
中
心
市
街
地
へ
の
人

の
流
れ
の
誘
導
に
必
要
な

鯖
江
イ
ン
タ
ー
か
ら
西
山

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
ふ

れ
あ
い
広
場
駐
車
場
へ
の

県
外
客
や
市
内
住
民
が
入

り
や
す
い
道
路
網
の
整
備

に
つ
い
て
。

　

副
市
長　

市
民
憩
い
の

場
で
あ
る
西
山
公
園
は
、

今
や
年
間
100
万
人
も
来
訪

者
が
あ
る
市
内
最
大
、
有

数
の
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
り
ま
す
。
鯖
江
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
西
山

公
園
に
向
か
う
直
接
ア
ク

セ
ス
道
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
な
観
光
需
要
を

拡
大
す
る
た
め
に
も
将
来

必
要
不
可
欠
な
道
路
で
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
将
来

を
見
据
え
て
、
本
年
度
以

降
ぐ
ら
い
か
ら
地
元
の

方
々
に
も
必
要
性
ま
た
線

形
等
も
お
示
し
し
て
、
協

議
、
調
査
に
入
り
理
解
を

得
た
い
、
ま
た
、
ふ
れ
あ

い
駐
車
場
は
、
わ
か
り
に

く
い
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
の
で
、
誘
導
の
た
め
の

看
板
等
を
含
め
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　
　

立
地
適
正
化
計
画
を

推
進
し
て
い
く
中
で
、
ど

の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し

て
い
く
の
か
。

　
　

本
市
の
財
源
を
取
り

巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
、
平
成
29
年
度

当
初
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
経
常
経
費
の
予
算
要

求
に
シ
ー
リ
ン
グ
方
針
を

導
入
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を

図
り
、
財
政
健
全
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画

に
基
づ
い
て
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
中
心
に
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
交
付

金
を
除
い
た
地
方
の
負
担

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
起

債
に
よ
る
財
源
調
達
な
ど
、

で
き
る
限
り
有
利
な
も
の

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
極
力
、
将
来
へ
の
つ

け
回
し
と
い
う
も
の
を
し

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

〇
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

〇
公
共
交
通
の
利
便
性
の

高
い
地
区
へ
の
居
住
誘
導

の
推
進
に
つ
い
て
。

青
年
層
は
、
総
じ
て
行
政

関
与
の
薄
い
世
代
。
対
象

施
策
の
充
実
が
必
要
だ

　
　
「
成
人
式
」は
、
行
政

に
と
っ
て
新
成
人
と
の
記

念
す
べ
き
出
会
い
。
ふ
る

さ
と
意
識
の
醸
成
を
図
る

よ
き
機
会
と
位
置
づ
け
る

べ
き
。

　

教
育
長　

今
現
在
、
式

典
後
、
公
民
館
単
位
で
交

流
会
を
開
い
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
の
原
点
は
一
番
長

く
過
ご
し
た
小
学
校
時
代
、

小
学
校
区
に
あ
る
。
20
歳

で
の
機
会
に
旧
友
と
の
語

り
合
い
は
、
ふ
る
さ
と
の

学
校
、
地
区
を
よ
り
実
感

さ
せ
、
ふ
る
さ
と
意
識
の

醸
成
に
役
立
つ
機
会
と
考

え
る
。

　
　

青
年
層
の
組
織
化
に

お
い
て
、
青
年
団
の
再
興

の
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
、
市
内
６
地
区

が
鯖
江
市
連
合
青
年
団
に

加
入
。
主
に
ユ
ー
カ
ル
さ

ば
え
隣
接
の
青
年
会
館
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

青
年
層
の
組
織
化
は
価
値

観
の
多
様
化
、
学
歴
の
多

様
化
で
非
常
に
厳
し
い
現

状
。
た
だ
、
県
の
連
合
青

年
団
の
中
で
、
市
と
し
て

の
加
入
は
福
井
市
と
鯖
江

市
だ
け
。
こ
の
芽
を
大
事

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

と
に
か
く
地
元
の
若

者
に
ま
ち
づ
く
り
の
ラ
ン

ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
ち
な
か
再
生
へ
の

関
わ
り
を
ど
う
考
え
る
。

　
　

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ

い
創
出
と
活
性
化
に
は
、

若
者
の
関
わ
り
が
不
可
欠
。

様
々
な
場
面
に
お
い
て
参

画
す
る
居
場
所
を
提
供
す

る
土
壌
づ
く
り
が
重
要
。

今
後
と
も
、
若
者
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

め
る
よ
う
様
々
な
形
で
支

援
し
た
い
。

　
　

若
者
の
生
活
上
の
オ

ア
シ
ス
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
。
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
活
動
施
設
で
の
活
動
支

援
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

近
年
は
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
の
両
分
野
と
も
、
青

年
層
を
中
心
に
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
を
含
め
活
動
が
多

岐
に
わ
た
る
。
そ
こ
で
、

活
動
の
受
け
皿
の
充
実
を

図
り
、
適
切
な
利
用
調
整

と
運
営
管
理
に
努
め
、
今

後
と
も
青
年
層
の
動
き
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
柔
軟

で
多
面
的
な
支
援
を
も
っ

て
対
応
し
た
い
。

青
年
層
に
対
す
る
行

政
の
関
わ
り
に
つ
い

て

立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て

答
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問問 答答
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問
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市
政
同
志
会

福
原　

敏
弘　

議
員

財
源
確
保
に
つ
い
て

市
民
創
世
会

丹
尾　

廣
樹　

議
員

そ
の
ほ
か
の
質
問


